
 ゴールデンウィークの過ごし方 
 新年度が始まり１ヶ月が経ちました。子どもたちが無事に過ごしていることを美園小学校職員一同とてもう

れしく思っています。これも、保護者の皆様と地域の方々の声掛け、見守りのおかげです。 

 さて、明日から連休が始まります。くれぐれも事故などに遭わぬよう以下のことなどに気を付けて休日を過 

ごしてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２号 

苫小牧市立美園小学校 

生徒指導部だより 

令和４．４．２８ 

５月の生活目標は、 
です！ 

来週から５月です。

５月の帰宅時刻は

６：００です!! 

「３つの事故」に気を付けよう!! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＧＷ中も不審者には十分気を付けて!! 
   

 

○飛び出しは絶対にしない。 

○交差点では一度止まり、 

左右確認。 

○自転車のルールを必ず守る。 

○自転車の時も歩く時も道路 

は広がらずに歩道や白線の 

内側を通る。 

 

○海や川、池での遊びは、大人 

と一緒に行く。 

＊海・川に入らない。 

＊研究林は研究をしている場所 

です。釣りや採集はできませ 

ん。 

 

 

○万引きは犯罪。 

○火遊びは、絶対にしない。 

○大型店舗やゲームセンター

に子どもだけで行くのは禁

止。 

○キックボード、スケートボー

ドなどは禁止。 

○ボールはグラウンドのみ。 

〇危険な場所に近寄らない 

〇命を守る「イカのおすし」 

◇ついてイカない 

◇車にのらない 

◇おお声を出す 

◇すぐ逃げる 

◇しらせる 

交通事故 水の事故 公園・お店の事故 

日頃から「危険を避けるためにできる

こと」「危ない・怪しいと感じた時にどう

行動するべきか」など、ご家庭でもお子さ

んに継続的に声掛けしてくださいますよ

うお願いします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校では、５月と１０月の年２回「いじめ悩みアンケート」を行い、それを受けて教育相

談を行います。これは、学習のことや友達関係のことなど、子どもたちが抱えている悩みに

ついて知る大切な時間です。１人ひとりの話をしっかり聞いていきたいと思います。また、

この期間に限らず、毎日の学校生活の中で子どもたちの小さな変化を見逃さないように、学

校全体で子どもたちを見守っていくことに努めています。子どもたちには、悩みや相談があ

るときにはいつでも話を聞くこと、どの先生に相談をしてもよいことを伝えていきます。 

いじめについては、「いじめは絶対に許さない」という姿勢で指導に当たっています。ま

た、本校では、いじめ対策の特別委員会を設置して対応に当たります。子どもたちが、安心

して学校生活を過ごせる学校を目指しています。 

 

美園小では、不登校対策委員会という組織があり、不登校の児童を生まないために

組織的に対応しています。その中で、内容が明確ではない理由で継続して欠席された

児童（家庭）については、次のような考えのもと、対応を取るようにしています。 

○不登校は、定義上はケガや病気等の明確な休み以外で、年間累計３０日以上の欠席

者を指します。 

○休日を除く連続７日以上の欠席、年間累計２０日以上の欠席（氏名報告）、年間累計

３０日以上の欠席（詳細報告）の児童生徒について、苫小牧市では各学校が市へ報

告することが義務付けられています。 

○その上で、本校では不登校を生み出さないために家庭との連携を考えています。 

例えば、 

・３日以上の理由がはっきりしない欠席（例：発熱がなく頭痛のみ、体調不良や具

合いが悪い など）の場合は、家庭訪問をさせていただきます。 

・累計２０日以上の欠席の場合は、保護者に来校いただき、面談を行います。 

また、欠席が続く場合、市の子ども相談課などの外部機関とも連携して児童や家庭

を支援していきます。 

今年度は、遅刻を減らすことについても考えていきたいと思います。朝は８時５分

までに登校できるように、準備をお願いいたします。遅刻についても、家庭との連携

を取るために、下記のような対応を取るようにします。 

・累計１０日以上の遅刻は、電話連絡をさせていただきます。 

 ・累計２０日以上の遅刻は、保護者に来校いただき、面談を行います。 

子どもたちが、規則正しい学校生活を送れるように、ご家庭との共通理解をもって、

対応していきたいと思います。 

いじめ悩みアンケートと教育相

談 


